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日

り
切
め
締
・
集
募
成
助
度
年


Ｐ
Ｈ
ス
ム
イ
タ
は
細
詳

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
は

２
０
２
０

年
度
第

回
﹁
タ
イ
ム
ス
ふ
れ
あ
い

事
業
﹂
の
助
成
団
体
を
募
集
し
て
い

る

申
し
込
み
は

所
定
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
す

る

締
め
切
り
は

日
뗊
当
日
消
印

有
効
뗋뗇
詳
し
い
内
容
は
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
の
ホ

ム
ペ

ジ
に
て


　
問
い
合
わ
せ
は

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
総
務
局
総
務
部
뗇電
話
０
９
８
뗊８

６
０
︶
３
５
４
８
︵
平
日
午
前
９
時


午
後
５
時
︶



































 


































                

体団５成助
　　度年

　
県
手
話
通
訳
問
題
研
究
会
뗊那
覇
市
뗋▽
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ワ

ク
プ
ラ
ザ
ユ
ニ
テ



뗊沖
縄
市
뗋▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ

ビ
ジ

ン

ラ
イ
フ
沖
縄
뗊那
覇
市
뗋▽
音
訳
サ

ク
ル
や
え

せ
뗊八
重
瀬
町
뗋▽
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守

る
会
県
支
部
뗊那
覇
市
뗋

                                           






  








　動活きいきい体団３　業事いあれふスムイタ　

 

々楽も迎送　車ンゴワ 縄沖フイランョジビーロ　

ＮＰＯ法人ロービジョンライフ沖縄のス

タッフと買い替えた８人乗りワゴン車＝

４月日、那覇市（提供）

　就労継続支援Ｂ型事業所を営

む那覇市のＮＰＯ法人ロービジ

ョンライフ沖縄は、助成金を使

い８人乗りの送迎用ワゴン車を

買い替えた。本永美代理事長

땆땇は땎乗り降りがスムーズで뙘

高齢者の送迎もとても楽になっ

た」と喜ぶ。

　利用者は先天性や中途失明な

どの視覚障がい者人。新型コ

ロナの影響で通所休止となった

４月半ば以降は、健康観察や弁

当配達を担うスタッフの在宅訪

問を受けながら、一部は布マス

ク製作などに取り組む。

　はり떵きゅうやあん摩マッサ

ージの有資格者もいる。その強

みを生かし訪問マッサージにも

乗り出す考えで뙘本永理事長は

「コロナが終息したら뙘本格的

に動きたい뙙ワゴン車は活動の

幅を広げる移動の足にもなる땏뙙

 

上向ルキス　入購ＣＰ ーィテニユザラプクーワ　

助成金で購入したパソコンを前に笑顔を

見せる利用者ら＝沖縄市（提供）

　就労継続支援Ｂ型事業所「ワ

ークプラザユニティー」は、助

成金でデスクトップパソコン３

台を購入した。これまでは壊れ

そうなパソコンが１台のみで、

利用者がなかなか触れる機会が

なかったという。比嘉寿施設長

땆땇は「インターネットでさま

ざまな情報を得ることで、事業

所全体のコミュニケーションも

活発になり、より明るい雰囲気

になった」と喜ぶ。　

　利用者は精神障がい者を中心

に知的、身体障がい者ら人。

おしぼりの梱包作業や公園の草
ぽ うこ ん

刈りなどに取り組んでいる。

　比嘉施設長は「エクセルなど

のスキルも身に付けることで、

今後仕事の選択の幅も広がる。

利用者の就職へのステップとし

てつなげられれば」と語った。

ぶ喜扇風冷　適快音録 　』せえや『ルクーサ訳音　

ボランティアで活動する「音訳サークル

『やえせ딺」＝八重瀬町内（提供）

　八重瀬町内の視覚障がい者ら

に町の広報誌や新聞などの文字

情報を〝声〟で伝える「音訳サ

ークル『やえせ딺」は、昨年度

の助成金で冷風扇を購入した。

八重瀬町社会福祉会館内にある

３畳ほどの録音室にはエアコン

は設置できず、夏場は特に暑か

った뙙我如古朝美会長땆땇は땎汗

を拭かなくなり、すんなり読め

るようになった뙙快適땏と喜ぶ뙙

　文字での情報入手が難しい人

のために、広報誌や社協便りな

どを読み上げて録音し、町内に

届けるようになってから年目

に入る。メンバーは全てボラン

ティア。我如古会長は「リスナ

ーが少なくなってきた。視覚障

がいだけじゃなく、他に障がい

がある方にも知ってほしい、音

訳をもっと広めたい」と抱負を

語った。

　地域の福祉を支援する「タイムス

ふれあい事業」が今年で回目を迎

える。県内の小規模福祉施設や団体

などを対象に助成金を贈り、助成団

体はパソコンや車両、電子機器など

を購入して活動を充実させている。

前年度に助成された５団体のうち、

３団体の活動の様子を紹介する。

   














































































































 に
み
強
　

設
施
習
学
験
体

           




 






　ルアーュニリ　

示展も物動の弧球琉

３
▼

ハンズオン型の展示方法を取

り入れた「ワンダーミュージ

アム」が開館。多くの親子連

れが訪れる＝年４月日

　
﹁
沖
縄
こ
ど
も
の
国
﹂
は

沖
縄

米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
事
業

︵
島
田
懇
談
会
事
業
︶
を
活
用
し
２

０
０
４
年
４
月
に
リ
ニ


ア
ル
オ


プ
ン
し
た

ハ
コ
モ
ノ
に
走
り
が

ち
だ

た
同
事
業
の
中
で

뗒
子
ど

も
の
主
体
性
を
は
ぐ
く
み

未
来
を

つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
自
覚
す

る
場
﹂
と
し
て
の
理
念

理
想
を
高

く
掲
げ

活
動
の
柱
に
据
え
た


　
特
に

ワ

ク
シ


プ
を
中
心

に
実
際
に
触
れ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
展
示
を
取
り
入
れ

た
뗒
ワ
ン
ダ

ミ


ジ
ア
ム
뗓
は
뗆

国
際
的
に
広
が
り
を
見
せ
た
体
験
学

習
型
の

뗈チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ


ジ

ア
ム
뗉
と
し
て
造
ら
れ

多
く
の
親

子
連
れ
が
足
を
運
ん
だ


　
　
　
　
■
　
　
　
　
■

　
﹁
コ
ン
セ
プ
ト
は
人
づ
く
り

と

に
か
く
そ
の
一
心
だ

た
뗓

リ
ニ



ア
ル
の
計
画
時
か
ら
継
続
し
て

こ
ど
も
の
国
に
関
わ
り
続
け

ワ
ン

ダ

ミ


ジ
ア
ム
の
初
代
館
長
を

務
め
た
屋
比
久
功
さ
ん
뗊
뗋は
こ
う

振
り
返
る


　

年
に
は
ワ
ン
ダ

ミ


ジ
ア

ム
の
入
館
者
が
２
０
０
万
人
を
突

破

뗒
以
前
の
遊
園
地
の
よ
う
な
単

な
る
ア
ミ


ズ
メ
ン
ト
施
設
で
は

差
別
化
は
図
れ
な
い

楽
し
く
て
学

び
に
つ
な
が
る
施
設
は
県
内
で
も
数

少
な
い

そ
の
強
み
が
広
が

て
い

る
と
思
う
뗓

屋
比
久
さ
ん
は
確
信

に
満
ち
た
表
情
を
見
せ
た


　
　
　
　
■
　
　
　
　
■

　
動
物
園
で
の
展
示
に
も
変
化
が
現

れ
た

２
０
０
０
年
代
前
半

動
物

の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
せ
る
旭

山
動
物
園
︵
北
海
道
︶
の
﹁
行
動
展

示
﹂
が
話
題
に
な
り
全
国
的
に
波
及

し
た

こ
ど
も
の
国
で
は

年
ご
ろ

か
ら

飼
育
個
体
の
特
徴
を
飼
育
員

が
来
場
者
に
伝
え
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ガ
イ
ド
を
始
め
た

動
物
た
ち
が
自

然
に
近
い
動
き
方
を
す
る
よ
う

飼

育
舎
内
に
木
を
配
置
し
て
餌
を
置
く

ほ
か

天
井
に
餌
の
つ
い
た
ひ
も
を

つ
る
す
な
ど
の
工
夫
も
重
ね
た


　
当
時
飼
育
に
携
わ

た

動
物
園

課
相
談
役
の
比
嘉
源
和
さ
ん
뗊
뗋は

﹁
狭
い
施
設
内
で
も

動
物
が
本
来

持

て
い
る
習
性
を
活
用
し

動
き

や
す
い
よ
う
に
意
識
し
て
き
た
﹂
と

語
る


　

年
に
は
琉
球
列
島
舎
﹁
ア

ク

お
き
ま
る
﹂
を
設
立

そ
の
後

ア

グ

や
与
那
国
馬
な
ど
の
在
来
家
畜

の
飼
育
も
始
め
た


年
に
は

県

内
各
地
で
戦
前
行
わ
れ
て
い
た
伝
統

的
な
競
馬
﹁
ン
マ
ハ
ラ
シ

﹂
を


年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た


　
比
嘉
さ
ん
は
﹁
琉
球
弧
の
生
物
飼

育
は

沖
縄
の
動
物
園
で
し
か
で
き

な
い

種
の
保
存
だ
け
で
な
く

子

ど
も
た
ち
に
環
境
や
歴
史
に
つ
い
て

考
え
る
き

か
け
に
も
な
る
﹂
と
狙

い
を
話
す


　
一
連
の
リ
ニ


ア
ル
効
果
が
実

を
結
び

入
場
者
は
着
実
に
伸
び
て

い

た

改
装
初
年
度
の

年
度
か

ら
当
初
の
目
標
入
場
者
数

万
人
を

達
成
し


年
度
に
は

年
ぶ
り
に


万
人
を
突
破

県
民
の
施
設
と
し

て
定
着
し
た
同
園
は

新
た
な
客
層

で
あ
る
観
光
客
の
誘
致
に
チ

レ
ン

ジ
す
る


︵
中
部
報
道
部
・
豊
島
鉄
博
︶


































  

















































































　

ア
リ
マ
タ
ン
サ
ム
ラ
エ
イ
　にルーノタエ用毒消　」酒ムラ「

る贈㍑に村、所留蒸島江伊
島
袋
秀
幸
村
長
に
뗒イ
エ
ラ
ム
サ
ン
タ
マ
リ
ア

뗓

を
手
渡
す
新
城
良
和
代
表
︵
右
か
ら
２
人
目
︶
‖

４
月

日

伊
江
村
役
場

　
뗔伊
江
뗕
伊
江
島
物
産
セ
ン
タ

뗊伊

江
村

新
城
良
和
代
表
︶
の
伊
江
島
蒸

留
所
が
４
月

日

村
役
場
に
島
袋
秀

幸
村
長
を
訪
れ

消
毒
用
エ
タ
ノ

ル

の
代
替
利
用
を
想
定
し

高
濃
度
ア
ル

コ

ル
﹁
イ
エ
ラ
ム
サ
ン
タ
マ
リ
ア


︵
エ
イ
テ

뗋
﹂
１
６
０
뗥
を
寄
贈
し

た


　
通
常
生
産
す
る
ラ
ム
酒
﹁
イ
エ
ラ
ム

サ
ン
タ
マ
リ
ア
﹂
の
製
造
工
程
の
中
で

出
る
ア
ル
コ

ル
度
数

％
の
液
体

を

村
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
活
用
す
る
た
め
特
別
に

加
工
し
た

原
料
と
な
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

は
全
て
伊
江
島
で
収
穫
さ
れ
た
も
の


　
新
城
代
表
は
﹁
村
民
一
体
と
な

て

感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
中

蒸
留

所
と
し
て
何
か
地
域
貢
献
で
き
な
い
か

と
模
索
し
て
い
た

少
し
で
も
村
の
役

に
立
て
た
ら
う
れ
し
い
﹂
と
思
い
を
語


た


　
島
袋
村
長
は
﹁
村
内
で
も
ア
ル
コ


ル
の
在
庫
確
保
が
難
し
い
状
況
だ

た

の
で
非
常
に
助
か
る

公
共
施
設
や
団

体
な
ど
を
中
心
に
配
布
し

有
効
活
用

し
た
い
﹂
と
感
謝
し
た


︵
大
房
千
紘
通
信
員
︶











































会
も
ど
子
屋
仁
天
　

護
名

習復書科教やレト主自活部 告報動活の中校休　

天
仁
屋
子
ど
も
会
の
︵
左
か
ら
︶
松
川
桃
香

さ
ん
뗆
西
島
瑚
波
ち

ん
뗆
西
島
美
波
さ
ん
뗆

比
嘉
真
生
さ
ん
‖
４
月

日

名
護
市

　【名護】天仁屋子ども会の

総会が４月日、同区公民館

で開かれた。同会メンバーは

中学生３人と３歳児の準会員

１人。花植えや海岸清掃、ク

リスマス会などの年間計画を

立てた後、新型コロナウイル

ス感染拡大防止による休校中

のそれぞれの家庭での過ごし

方を話し合った。

　会長の西島美波さん（緑風

学園久志中２年）はバレーボ

ール部の副キャプテン。休校

中は勉強が終わった後、トレ

ーニングしているという뙙땎早

くコロナが終息して学校で勉

強したい」と話した。

　松川桃香さん（同２年）は

「１年生の頃の教科書の復習

をしている」と話す。땎学校

が休みで大変なのはお母さん

だから、手伝いもしている」

と意気込んだ。

　市少年消防クラブに入団し

て３年目になるという比嘉真

生さん（同１年）は消防士に

なることが夢。땎早く学校で

勉強がしたい。今は学校から

配られた９教科のプリントで

学習している。こんなに休ん

で授業は大丈夫か心配」と話

していた。

　久しぶりに会った４人뙙땎早

くコロナが終息してほしい。

そしたら子ども会で離島に行

きたいな뙙コロナに負けない땏

とポーズを取った。

（玉城学通信員）


































































                                                                

 

第３種郵便物認可       　年　땆令和２年땇 月 日　日曜日 地 域 






































































































































































































 



































































































































































































                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                 

へ前にらさ　祉福の域地











  











                                                               

　地域の福祉活動を支援するため、沖縄タイムス社が県内の小規模福祉施

設や団体などに助成金を贈る「タイムスふれあい事業」が今年で回目を

迎える。助成団体はパソコンや計量器、農業用機械などを購入して活動を

さらに充実させている。前年度に助成を受けた５団体の活動を紹介する。

          




































  







































わ
ぱ
・
ど
る


ふ

　

人

法

Ｏ

Ｐ

Ｎ

　

にズームス業作　ンシミ

和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
す
る
利
用
者
‖
那
覇
市

　就労継続支援Ｂ型事業所を営む

ＮＰＯ法人ふぃーるど・ぱわー

땆武田淳子代表땇は뙘助成を利用し

て職業用ミシンを購入した뙙価格

は家庭用の５倍以上뙙パワーがあ

り뙘厚い布や紙パックもきれいに

縫えるようになった뙙昨年８月の

導入以来뙘一度も故障していない

という뙙牛乳の紙パックを縫い合

わせたバッグや布マスク、マイバ

ッグを製作。コロナ禍でイベント

が次々と取りやめになったため、

カフェで販売しているほか、ネッ

トショップ開設も検討している。

　型紙作りから裁断、縫製を一手

に引き受ける利用者の大城美恵子

さん땆땇は땎糸巻きがスムーズで뙘

手早く作業できて使いやすい」と

にこやかに話した。

　同法人には障がい者ら人が通

う。米袋のひもを編んだバッグや

根を取ったもやしなども販売して

いる。支援員の嘉数綾子さん땆땇

は「故障しがちな家庭用ミシンで

我慢してきたが、助成のおかげで

職業用を購入できたことに感謝し

たい。利用者も満足している」と

話した。

注受理経外県　ンコソパ
          

































  


































　

　

い

ら

み

　
　

　
人
法
団
社
般
一
　

助
成
金
で
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
﹁
み
ら
い
﹂
の

利
用
者
や
職
員
ら
‖
中
城
村

　県内で就労継続支援Ａ型とＢ

型の事業所を運営する中城村に

ある一般社団法人땎みらい땏땆稲

嶺積代表理事땇は、助成金でパ

ソコン４台を購入した。事務局

長の瀨底貴志さん땆땇は「おか

げで、県外企業からの経理業務

を請け負えるようになった」と

喜ぶ。

　利用者は人以上で主に精

神障がい者だ。琉球大学構内で

コーヒーなどの栽培も含めた畑

の管理を同大から受託している

ほか、介護施設への弁当のケー

タリング、施設やホテルのベッ

ドメイキングなども請け負う。

　特徴的な活動は「サウンド

班땏。利用者がキーボードやギ

ターも演奏するバンドを組み、

各地の福祉祭りなどに参加する

ことで、利用者同士が交流する

場にもなっている。

　現在、グループ企業で独自の

商品開発も手掛けており、瀨底

さんは「今後、商品展開が軌道

に乗れば、利用者を正社員で登

用し、給与として支払うことが

目標」と語った。

し出し貸で料無　器入吸

          


































  




































会
の
ぐ
さ
ん

て

金
基
療
医
宅
在
児
小

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

タ

を
使
用
す
る
﹁
て

ん

さ
ぐ
の
会
﹂
の
利
用
者
‖
提
供

　在宅医療が必要な難病の子ど

もたちをサポートする那覇市の

「小児在宅医療基金てぃんさぐ

の会」は、助成金で血中酸素濃

度を測るパルスオキシメーター

２台、吸入器５台を購入した。

　重い心身障がいを抱える子ど

もたちにとっては「家で暮らす

ための必需品땏。一方、機器を

購入する際、国の補助制度の対

象にならず、全額自己負担しな

ければならない場合もあるとい

う。

　冨名腰義裕会長は「制度のは

ざまにいる子どもたちを支援す

るため、ふれあい事業に応募し

た」と話す。

　機器は会員に無料で貸し出し

ている。땎正常な呼吸状態を管

理できる。在宅治療の一助にな

った」と喜んだ。

　てぃんさぐの会は年に結

成された。自宅に閉じこもりが

ちな子や家族のため、サマーキ

ャンプなども実施している。新

型コロナウイルスの影響で今年

は中止した。












































 











































                                                   

集募を体団望希成助 でま日月来

　沖縄タイムス社は第回「タイムスふれあい事業」で助

成を希望する小規模の福祉施設や団体を募集している。同

事業は年から実施。これまで施設に総額万

円を寄贈している。

　募集期間は４月日（木）～５月日（金땇。対象は

年度事業計画で必要とされる設備、備品、周年事業や記念

事業運営費など（ただし、毎年の事業を除く땇。年度以

前に本助成を受けた施設、団体も申請が可能。募集要項、

申請書は沖縄タイムスホームページ（놰놼놼놸놌//놿놿놿.놷놳놱놶놩놿

놩놼놱놵놭놻.놫놷.놲놸/）から入手できる。申請書に、施設パンフレ

ットや事業案内、イベントの実施要項や収支決算書などの

資料を添付し、タイムスふれあい事業事務局宛てに郵送す

る。当日消印有効。郵送先は郵便番号떻　那覇市久

茂地２の２の２　沖縄タイムス社総務局総務部「タイムス

ふれあい事業事務局」宛て。問い合わせは電話（）

（平日午前９時～午後５時땇。

穫収に速迅　機り取り掘
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掘
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力に業作め詰袋　器量計

助
成
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
計
量
器
で
ピ

マ
ン

を
計
る
利
用
者
︵
左
︶
‖

日

石
垣
市
新
川
の
も

く
れ
ん

　【石垣】市の就労継続支援Ｂ型

事業所もくれん（前宇根底久美代

表）は利用者による野菜の袋詰め

作業を効率化するため、助成金を

活用して大型の計量器を２台導入

した。一度に多くの量を計れるよ

うになり、職員の玉城靖さん땆땇

は「作業時間が早くなった。１日

当たりの処理量も増え、利用者の

工賃アップにもつながった」と喜

ぶ。

　袋詰めは総重量をそろえること

が不可欠。以前の計量器は家庭用

で物を載せる面が小さかったた

め、便宜上かごを載せて、中に１

個ずつ入れて計っていた。だが、

かごが邪魔して数値が見えづらく

なるほか、かごの重さを差し引か

なければならなかった。認知機能

に障がいがある利用者には難しい

工程で、支援を必要とした。

　新しい計量器は業務用と大きく

従来のような手間も要らない。ピ

ーマンを手際よく載せて計量した

宮良英育さん땆땇は땎使いやすい뙙

作業がはかどる땏、神谷淳太さん

땆땇は땎載せる面が大きくて便利땏

と喜んだ。

和に顔笑　入購品物　体団成助業事いあれふスムイタ
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